
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

●５・６年の児童が「ともにつくる」をスローガンに掲げ、行事の立案・

運営等、互いに協力し合いながらつくり上げることをねらいの大き

な柱に据え、自治的な活動を行った。 

●本校地域の方々からの助言をもとに、校庭でのキャンプファイヤー

を計画し、主体的な活動をとおして、児童は互いの絆を深めた。 

●５・６年の活動としたことで、学年をこえて意見を交わしながら活動

を工夫し、相互に学び合う機会となった。 

 
 

●協働的活動をとおして、児童は主体的に試行錯誤を繰り返しながら活

動に取り組み、ねらいを十分に達成することができた。 

●児童は自らの役割を担いながら達成感や成就感を味わうことできた。 

●どんな状況の中でも、粘り強く工夫を重ねることで、困難を乗り越え、

思いを形にできることを児童自身が実感できた。 

 

令和２年度埼玉の子ども 70 万人体験活動 

文化・芸術体験 

第５・６学年 

●友達と協力しながら考え、団結を強められたことで「ともにつくる」

ことの大切さを学ぶことができ、最高の思い出となった。 

●友達と言葉を交わす機会が減る中で、取組を通して友達との会話が増

え、めあてに向かって自分で判断して行動できるようになった。 


